
にかいめ！
こーもりくん

保護者の皆様へ

上岡安里（タピオカ先生・アーティスト）

タピオカせんせい

にかいめのあーとぐみはめばえごうにつける「ほ」を

つくります。タピオカせんせいがもってきたのはたく

さんの わかめ、こんぶなどのうみのさち。とうめい

のシートにはさんで、ほ のざいりょうにします。

ほをつけためばえごうはげんきよくプールをすすんで

いました。

あーとぐみ２回目は「帆を作ろう」でした。海藻や漆の紙を素材として作り
ました。子どもたちはワカメや昆布、とろろ昆布海苔などを見て「これお家
にある!!」「これ、爺ちゃんがよく食べる」など教えてくれました。日常を
良く観察している証拠だなと思いました。
そして、帆が完成したところで、皆んなで船をロープでひきプールにめばえ
号を浮かべました。とても盛り上がり楽しい時間を過ごすことができました。

きょうはめばえごうをかんせい

させて、プールにうかべようと

おもいます！

ほ のざいりょうは

わかめやこんぶです。

「これたべたことある？」

みんなでちからをあわせてめばえごう

をプールまではこびます。

ぜんいんではこべばおもくない！

ぶじにプールにうかびました！

ほ もキラキラかがやいています。

めばえごう、しゅっこうします！

しま もうかべたら、

まるで うみ みたい。

まほうのアトリエ /あーとぐみ

※注：「あーとぐみ」は金沢市との協業事業

近江町市場の貝殻
+

伝統工芸品・水引

金箔を貼ってみました

活動の内容は担当するアーティストによって様々です。
大きな生地に水族館を描く、ノコギリと金槌を使って木馬を
作る、動物に変身してダンスを踊る ... など、こども達がこれ
まで体験した事のない、素敵なワークショップを提案してい
ます。結果よりも過程を重視した内容は自己肯定感を高め、
協調性、表現力、好奇心を育みます。

創作の材料には紙管や端材などの廃材を企業から提供しても
らい、活用しています。また、金沢の地域性を活かし、金箔
や漆などの伝統工芸の材料、近江町市場から出た貝殻などを
積極的に取り入れています (右画像参照 )。

「まほうのアトリエ」と「あーとぐみ」は、認定NPO法人金沢
アートグミが運営しているこども向けアートワークショップで
す。画家や職人、ダンサーなどプロのアーティストが出張し、様々
な創作活動を行います。2018 年にスタートし、これまでに
10ヶ所以上の施設で開催されています。

ワークショップの講師を務めるのは、プロとして活躍中のアー
ティストです。それぞれの専門分野をテーマに、オリジナルの
企画を考えてもらっています。参加を希望するアーティストも
増えており、アートだけでなく、伝統工芸やキュレーターなど、
バラエティ豊かな内容を提案できるようになりました。

ワークショップ終了後にはドキュメンテーション（活動記
録）を制作します。写真、講師のコメントが掲載されるこ
の記録は、こどもが内容を振り返ると共に、保護者が
我が子の活動内容を知る事ができる、重要なアイテムです。

あーとぐみドキュメンテーションの例。各回終了後に金沢アートグミが
制作し、実施施設にデータ送信する。印刷した物を貼りだす他、メール
などで保護者に配布することも可能。

協力
金沢市幼児教育センター、箔座株式会社、株式会社忠村水産
丸井織物株式会社、高田蒔絵工房、津田水引折型


